
（様式１） 

平成３１年度試験研究課題設定のための要試験研究問題提案・回答書 

（整理番号） 

０７０ 
提案機関名 畜産技術センター 普及指導課 

要望問題名  

環境制御型豚舎の効果測定 

要望問題の内容 【 背景、内容、対象地域及び規模（面積、数量等）】 

 今年度中に都市型畜産を存続するための臭気対策を中心とした環境制御型豚舎が整備される。そこで消臭効

果と合わせて環境制御による豚への影響（生産性）等についても調査していただきたい。 

解決希望年限  ①１年以内       ②２～３年以内       ③４～５年以内       ④５～１０年以内 

対応を希望す 

る研究機関名 
 ①農業技術センター  ②畜産技術センター  ③水産技術センター  ④自然環境保全センター 

備 考 

  ※ ここから下の欄は、回答者が記入してください。 

回答機関名 畜産技術センター 担当部所 企画指導部企画研究課 

対応区分 ①実施  ②実施中  ③継続検討  ④実施済  ⑤調査指導対応  ⑥現地対応  ⑦実施不可 

試験研究課題名  （①、②、④の場合） 

  

対応の内容等 

（生産性関係）新たに整備する環境制御型豚舎の換気システム※1は県内初であり、県内生産者の期待も高い

ものと考えております。施設整備後の豚舎内環境や豚の生産性について検証する必要があることから、これら

についてデータ収集及び情報提供してまいります。 

（脱臭関係）新たに整備する豚舎の脱臭システム※2については、国内での設置事例がないため、脱臭能力

や、排水を既存浄化槽で処理する際の影響などを調査し、情報提供してまいります。 

解決予定年限 ①１年以内      ②２～３年以内      ③４～５年以内      ④５～１０年以内 

備 考 

※1環境制御型豚舎の換気システム：屋根裏に取り込んだ空気を通路上部から入気、ふん尿ピット側から吸引

排気する事で、豚の体に直接風をあてずに各豚房を均一に換気する方式。 

※2脱臭システム：ウインドレス豚舎の空気を脱臭装置内に引き込み、臭気と粉塵をシャワー水で捕集（水洗

脱臭）し、装置内に保持した微生物に接触させて分解（微生物脱臭）する方式。装置からは、脱臭された空気

と分解産物を含む廃水が排出される。  


